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合併協議会における新市の事務所の位置検討経緯 

 

 

第２回(H16.1.28） 

〇具体的調整内容の提案なし。 

⇒ ３町庁舎の地理的条件、建物・敷地の状況、新市の事務所の位置を決定する際の留

意事項を説明。具体的な協議は次回以降となった。 

 
《 タウンウォッチング実施 H16.2.23 》３町庁舎、保健福祉センター等を視察 

 
第３回(H16.2.25) 

〇具体的調整内容の提案なし。 

⇒ 協議方法も含めて意見交換する。これまでの意見を踏まえて、次回第４回会議にお

いて具体的な調整内容を提案し、それらをたたき台として引き続き協議していくこ

とが了承される。 

 

第４回(H16.3.24) 

 
 
 
 
 
 〇具体的調整案が提案される。 

⇒ 新市の事務所の位置については先送りせず、この合併協議会で決定すべきと意見が

多い。 
 

第５回 (H16.4.28) 

 

 

 

 

 

 

 

〇第４回の意見を踏まえ、調整案が提案される。 
⇒ 協議に際して正副会長から具体的な候補地の案を出して欲しい、正副会長が候補地

を提案する際には、資料とともに複数の候補地を示して欲しいとの要望があった。 

⑴ 当面、新市の事務所の位置は、国分寺町大字小金井1127番地（現在の国分寺町役場）

に置き、庁舎方式は分庁方式とする。 

⑵ 将来の新市の事務所については、交通事情や住民の利便性を考慮し、新市において住

民参加による庁舎建設委員会等を設置し、新市発足後早い時期に建設する。 

⑴ 当面、新市の事務所の位置は国分寺町大字小金井1127番地（現在の国分寺町役場）

に置き、庁舎方式は分庁方式とする。 

⑵ 将来の新市の事務所の位置については、交通事情や住民の利便性を考慮し、合併協

議会において決定する。 

⑶ 新市庁舎については、新市において住民参加による庁舎建設委員会等を設置し、新

市発足後早い時期に建設する。 
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第６回 (H16.5.26) 

 

 

 

 

〇第５回の意見を踏まえて、調整案が提案される。 
⇒ 比較検討資料の作成後に、具体的協議に入ることを了承する。 

 

《 比較検討資料作成 》 

 

第１０回 (H16.9.29) 

 〇比較検討資料が説明される。 

⇒ 比較検討資料にもとづき質疑。具体的な協議は次回以降となった。 

 

第１１回 (H16.10.27) 

〇比較検討資料にもとづき協議される。 
⇒ 国分寺町議会としては、候補地No２が適当との意見集約があったと発言があった。 
⇒ 新市の事務所の位置３候補地について、協議会委員による現地視察を実施して欲し

いとの要望があった。 
 
《 視察実施(11.18／19の二日間) 》 

 
第１２回 (H16.11.24) 

〇比較検討資料、現地調査を踏まえて引き続き協議される。 
 

第１３回 (H16.12.22) 

〇引き続き協議される。 
⇒ 石橋町議会としては、候補地No２が適当であり、候補地No３は候補地からはずし

てもいいのでないかとの発言があった。 

⇒ ３ヶ所の候補地の内、候補地No１あるいはNo２が適当ではないかとの意見が多い。 
 ⇒ 正副会長から、臨時の協議会を開催することが提案され了承される。 

 

第１４回(H17.1.11) 

〇引き続き協議される。 
⇒ ３ヶ所の候補地の内、候補地 NO１あるいは NO２が適切である、候補地の決定は新市

において決定したらどうか、合併協定締結後に合併の期日までに決定したらどうか

との意見があるものの、意見の大半が候補地№１と№２に集約され、候補地№３に

ついては、候補地から除くことが了承される。 
 

将来の新市の事務所の位置は自治医大周辺とする。その具体的な位置については、正副

会長協議により複数候補地を選定し、それぞれの経済性・将来性・利便性等の比較検討

資料を作成し、それらを基に合併協議会で決定する。 
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第１５回 (H17.1.26) 

〇引き続き協議される。 
⇒ 候補地№１と№２について協議されるが、正副会長がこれまでの協議結果を十分に

踏まえた最終調整案を再度作成し、次回提案することが了承される。 

 

第１６回(H17.2.2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇最終修正案が提案される。 

⇒ 庁舎建設時期の「できるだけ早い時期に」を削除したことについての意見があった

が、調整案のとおり了承される。 

 

⑴ 当面、新市の事務所の位置は、国分寺町大字小金井1127番地（現在の国分寺町役場）

に置き、庁舎方式は分庁方式とする。 

⑵ 将来の新市の事務所の位置については、自治医科大学北側県有地及び国道４号線・

南河内町道１－２号線丁字路交差点西側地域の中から、経済性を優先し新市におい

て決定する。 

⑶ 新市庁舎については、新市において住民参加による庁舎建設委員会等を設置し、建

物の規模・建設の時期・財政状況等を検討し建設する。 

 


